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Fig.2 Echogramsshow the intra-tumor
ousroundcalcifcation.Thesizeothecalci丘cationis√muc
hsmalerthanthatofthetumor. WBC 7100,FT41.28,
T3126,TBG 29.6,TSH <2,Tg39.0,TGHA <100,MCH
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Fig.4 Ⅹ-rayCTshowsthehugetumorandthesmalintra-tumorousroundcalci丘cationi
nthethyroid.EnhancedCTrevealsthenecrosisinthecalci負cation.
考 察
約 38年間大きさに変化のなかった甲状腺腫が
急に大きくなったという特徴がある｡このような病歴では未分化癌およ
び悪性リンパ腫がまず疑われる｡未分化癌は,甲
状腺の急速な腫大,圧痛 ･白血球増多 ･血沈克進な
どの炎症所見が特徴である｡分化癌の未分化転換と
推定されるものが多く,主に50歳以降に発症する
｡同様に,悪性リンパ腫も甲状腺の急速な腫大を
特徴とし,60歳前後に多
く,約50% に慢性甲状腺炎を合併する｡痛
みを伴う甲状腺腫は,腺腫での出血,亜急性甲状腺
炎,急性化膿性甲状腺炎,未分化癌などに限られている｡急性化膿性甲状腺炎をまれに大人 なっ
て初発することがあり,この場合,症状や検査所見は未分化癌に極めて類似する｡下咽顕梨状陥凹の療 孔の証
明により鑑別される｡本症例 認められた腫癌の大きさに比べてはるか
に小さい石灰化は未分化癌の形態的特徴である｡石
灰化の内部には分化癌が証明されることもあり,石
灰化は先行する腫癌そのものと考えられる｡未分化癌には T1-201があまり集積せず,
Ga-67が著しく集積する｡しかし,本症例のように
Tト201が明らかに集積し,Ga-67があま
